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ライセンス改定の概要

従来の検索とアーカイブのストレージ容量の課金体系から、ログを収集する種別とストレージ容量を合わせた課金体系に
改定となります。

また、Professional EditionとEnterprise Editionの2つのEditionによる提供となります。旧体系のProfessional Editionと
新体系のProfessional Editonは別物となり、機能に差異があります。

改訂前 改定後

本体ライセンス 50GBの検索ストレージと150GBのアーカイブストレージ 基本モジュール

オプション

・追加 検索ストレージ & アーカイブストレージ オプション
・追加 100 GB アーカイブストレージ オプション（※）
・Advanced Threat Analytics オプション
・Advanced Threat Analytics (追加検索ストレージ) オプショ
ン

・ログソース
・エンドポイント
・クラウドアカウント
・ドメインコントローラー
・ファイルサーバー

・追加 10 GB 検索ストレージ / 30 GB アーカイブストレージ
・追加 100 GB アーカイブストレージ（※）

※ アーカイブストレージのみ増やす場合のオプション
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新体系の各コンポーネントの概要

各コンポーネントに含まれる対象は下記の通りです。なお、各コンポーネントには、ベースとなる検索ストレージとアーカイブ
ストレージ（検索ストレージの12倍）が含まれます。詳細は価格表をご参照ください。

【例】 10 ログソースの場合：150 GB 検索ストレージ & 1800 GB アーカイブストレージ

コンポーネント名称 概要

ドメインコントローラー ドメインコントローラー

ファイルサーバー
Windows ファイルサーバー（※）
EMC / NetApp /QNAP / Synology などサポート対象のNAS

エンドポイント Windows ワークステーション

クラウドアカウント AWS、Microsoft365

ログソース ネットワーク機器やLinux/Unixサーバーのsyslog、メンバーサーバー等、他種別に属さない対象のログ

※ Windowsファイルサーバーの場合、デバイスの役割に応じたコンポーネントライセンス（例：ドメインコントローラー、ログソース）が別途、必要となります。

https://www.manageengine.jp/products/Log360_Cloud/pricing.html
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新体系のEdition比較

新体系では、Professional Edition と Enterprise Edition の2つのEditionがあります。旧体系の Professional Edition と
新体系の Professional Editon には機能に差異があります。新体系のProfessional Editionでは、Edition比較ページの
「Enterprise Edition 限定」欄に記載の機能が利用できません。

Professional Enterprise

検出ルール数
（HCR：高度な計算ルール）

HCR：100
Non-HCP：1,000

HCR：200
Non-HCP：2,000

エクスポートのスケジュール設定 20 250

アラートプロファイル 200 500

ストレージ層 20 30

SOAR（検出・調査・対応の自動化）※ × 〇

調査エージェント（AIによるアラートの調査） × 〇

CASB（クラウド監査） × 〇

（Editionによる主な違い）

※SOARは、「プレイブック」および「カスタム関数」の機能を指します

https://www.manageengine.jp/products/Log360_Cloud/editions.html
https://www.manageengine.jp/products/Log360_Cloud/editions.html
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Log360 Cloudをご利用中のお客様の対応

本改定前にご契約されているお客様は、契約期間が2026年11月1日～2027年10月31日に掛かる保守および年間ライ
センスの更新、トレードアップに関しては、旧体系で承ります。なお、本改定後も旧体系で継続されている期間は、旧体
系の内容で製品をご利用頂けますので、その間、お客様への製品利用における影響はございません。

その次の更新の際は、新体系で更新いただきます。お客様の更新対象ライセンスおよび金額につきましては、ご希望の
Editionとログ収集の対象コンポーネント（ログソース/エンドポイント/クラウドアカウント/ドメインコントローラー/ファイルサー
バー）の数量を購入元の販売代理店または当社までお知らせください。

※数量の確認方法は次頁以降を参照
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ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法

【留意事項】

⚫ お見積もりの際は、次ページ以降に記載の例を参考に、各コンポーネント数および必要ストレージの確認の上、販売代理店または当社までご連絡をお願いしま
す。

⚫ 無効化されているデバイスはライセンス消費の対象外です。

⚫ フィルターを適用する手順では、複数のフィルターが設定されないようにご注意ください。
例：ドメインコントローラーのフィルターを設定した後、エンドポイントのフィルターを設定する場合、一度ドメインコントローラーのフィルターを解除する必要がありま
す。解除しない場合、ドメインコントローラーとエンドポイントによりデバイスが抽出されます。
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ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法（ドメインコントローラー）

1. [設定]タブ →[構成]タブ →[ログソースの構成]→[デバイス]→[Windowsホスト]タブに移動

2. 種類[ドメインコントローラー]でフィルター

3. 表上部の合計数を確認（以下の例では1台）
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ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法（エンドポイント）

1. [設定]タブ →[構成]タブ →[ログソースの構成]→[デバイス]→[Windowsホスト]タブに移動

2. 種類[ワークステーション]でフィルター

3. 表上部の合計数を確認（以下の例では1台）
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ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法（ファイルサーバー）

1. [ホーム]タブ →[ログソース]→[ファイル整合性監視]タブに移動

2. 表上部の合計数を確認（以下の例では1台）



© ZOHO Japan Corporation. All rights reserved. 11

ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法（クラウドアカウント）

1. [設定]タブ →[管理者]タブ →[管理]→[アカウント設定]→ [クラウドアカウントを構成]タブに移動

2. 表上部の合計数を確認（以下の例では1アカウント）

3. 手順2で確認した値から Salesforce のアカウント数を差し引く
【例】M365が 3 アカウント、AWSが 1 アカウント、Salesforceが 2アカウントの場合、必要なクラウドアカウントライセンスは「4（ 3+1+2-2 ）」となる。
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ログ収集の対象コンポーネント数の確認方法（ログソース）

1. [ホーム]タブ →[ログソース]→[デバイス]タブに移動

2. 表上部の合計数（以下の例では10台）からドメインコントローラーおよびエンドポイントで確認したデバイス数を差し引く（本資料の例では8台となる）

3. 手順2で算出した値にクラウドアカウントで確認したSalesforceのアカウント数を加算（例：クラウドアカウントにSalesforceが1アカウント設定されている場合は、
本資料の例で必要なログソース数は8+1の9になる）
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ストレージ容量の算出方法

⚫ 各コンポーネントのライセンス数をカウント後、コンポーネントライセンスが付与するストレージを算出
本資料の例では、下記のように検索ストレージ650GB、アーカイブストレージ7800GBとなる。

必要ライセンス 検索ストレージ アーカイブストレージ

ドメインコントローラー 2ドメインコントローラー 100GB 1200GB

エンドポイント 100エンドポイント 200GB 2400GB

ファイルサーバー 2ファイルサーバー 100GB 1200GB

クラウドアカウント 1クラウドアカウント 100GB 1200GB

ログソース 10ローグソース 150GB 1800GB

合計 650GB 7800GB

⚫ 算出したストレージが現在のストレージ消費（以下の例では検索ストレージ：12.37GB、アーカイブストレージ：85.39GB）より少ない場合は、追加
検索ストレージ、追加アーカイブストレージオプション、または各コンポーネントオプションのトレードアップが必要
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問合せ先

ゾーホージャパン株式会社

神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目6番1号
みなとみらいセンタービル13階

045-319-4612（ManageEngine 営業担当）

https://www.manageengine.jp/

jp-mesales@zohocorp.com

製品提供元
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